


Wirobond R  280
Alloy characteristics: standard values
色 シルバー

密度 [g/cm3 ] 8.5

融点 [℃] 1360 ～1400

鋳造温度 [℃] 約 1500

膨張係数 [10-6 X K-1]  (25-500 ℃) 14.0

(25-600 ℃) 14.2

伸び (A5) [%] 14

耐力 (Rp 0,2) [MPa] 540

引っ張り強度 (Rm ) [MPa] 680

弾性係数 [GPa] 　　約 220

ビッカース硬度 (HV10) 焼成後 280

CE 0197 ISO 22674・ISO 9693

成分: 重量 %
Wirobond  280
Co 60.2・Cr 25・ W 6.2・ Mo 4.8・ Ga 2.9・ Si, Mn

Availability: Unit Content Order No.
Wirobond 280 1 pack 1000 g 50134

1 pack 250 g 50135

Accessories:
ウイロウエルド Co-Cr レーザーワイヤー、カーボンを含まない

直径　0.35 mm 1 pack 2 m 50003

ウイロボンドソルダー 1 pack 4 g 52622

WGL ソルダー 1 pack 5 g 61079

陶材供給元は 1DeguDent, 2VITA, 3Shofu, 4Ivoclar, 5Amann Girrbach, 
6Noritake, 7Heraeus Kulzer です。もし、詳細が不明な場合パウダーオペーク

.

理想的な物性・操作性を持つ

Wirobond 280

ビッカース硬度280(HV10)
研磨、ミリングが容易

ウイロボンド 　280は溶解性に優れ、鋳造
タイミングが分かりやすく、るつぼに残渣が
残りにくい。そのため、るつぼ寿命が延び
コスト削減に貢献出来ます。
ウイロボンド R 280は陶材焼き付け後、ロング
スパンのブリッジでも徐冷のしなくて良い。
陶材との結合も十分な強度があります。

¨

¨

¨

BEGOは陶材焼付用ノンプレシャスメタルの分野
で35年以上の経験を持ち、世界中でこの分野
において重要な位置にいます。

ウイロボンド R 280は耐腐食性に優れています。
第三者機関で各種テストがされ、生体に安全な
メタルとしてバイオサティフィケートが発行されて
います。この証明書のコピーはインターネットか
らダウンロードすることが出来ます。
(http://www.bego.com)または
(http://www.aps-bego.co.jp)

¨

Wirobond R 280の安全性

金属イオンの溶出は極めて少なく、単冠から
ロングスパン、インプラント上部構造、コンビネー
ションワークに使用出来ます。
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Wirobond 
R　280は患者、歯科医師、

技工士が選択する第1候補です

患者のためにウイロボンド R 280を選択することは、
ハイクオリティーの歯科治療を行うためと言えます。

バイオサティフィケート

     ISO 9693 による陶材-メタル結合強度 (3点テスト)

25MPa以上は臨床上問題ないと言われています

を使用すると良いです。

Wirobond R 280 の7日間でのイオン溶出量

EN ISO 16744:2003(D)による:全数値の合計が100μg/cm2以下のメタルは良いメタル 

と考えられています。

EN ISO 16744:2003(D)による:全数値の合計が10μg/cm2以下のメタルは大変良い
メタルと考えられています。

患者には自分に使用され
ている金属の製品名、
全成分名を知りたいと
希望されている方もおられ
ます。
信頼関係を築くために
お役に立てるでしょう。

ウイロボンド R 280の金属イオン溶出はごくわずかです。
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ウイロボンド　 280は、患者、歯科医師、技工士に安心と信頼をもたらす
お役に立てることを誇りに思っています。
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